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月
25
・
26
日
に
足
尾
山
で
、
石
岡
市
消
防

本
部
・
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消

防
本
部
・
茨
城
県
防
災
航
空
隊
に
よ
る
合
同
の
山

岳
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
飛
行

中
に
落
下
し
て
し
ま
っ
た
人
を
救
助
す
る
と
い
う

想
定
で
実
施
。
隊
員
に
は
、
現
場
の
状
況
な
ど
は

事
前
に
知
ら
さ
れ
ず
、
実
際
の
救
助
活
動
と
同
様

の
環
境
で
、
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
場
は
徒
歩
で
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
山
の
中
。

要
救
助
者
が
木
に
引
っ
掛
か
り
、
救
助
す
る
に
は

見
上
げ
る
ほ
ど
高
い
木
を
登
る
必
要
が
あ
る
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
わ
ず
か
な
ミ
ス
が
大
け

が
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、訓
練
中
は
、

終
始
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

救
助
後
に
は
県
防
災
航
空
隊
と
連
携
を
図
り
、

要
救
助
者
を
防
災
ヘ
リ
で
搬
送
。
災
害
や
事
故
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
救
助
隊
が
連
携
を

と
っ
て
活
動
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
今
回

の
よ
う
な
大
規
模
訓
練
は
、
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
す
。
隊
員
は
「
救
助
さ
れ
た
人
が
、
１
日
で
も

早
く
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
、
素
早
く
安
全
に

救
助
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

登
山
や
ス
カ
イ

ス
ポ
ー
ツ
の
人
気

が
高
ま
る
中
、
よ
り

安
心
で
安
全
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
消
防
隊
は
日
々

訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。

合同で山岳救助訓練を実施
万が一の山岳事故に備えて
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交通
事故 火災

ガス
酸欠

水難
事故

機械
事故

その
他 合計

出動
件数

R3 27 7 0 2 0 26 62
前年比 4▲2▲2 2 0 7 9

救出
人員

R3 11 2 0 1 0 19 33
前年比 4▲1▲1 1 0 5 8

▶救助出動件数は
62 件で、前年と比
較すると 9 件増加
しました。
　近年では異常気
象による大雨で、

道路冠水や川の氾濫など、災害が多く発生してい
ます。消防署では水難救助資器材を整備して水難
事故に備えています。 

>> 救助件数は 9 件増加

▶令和 3 年中に発生した火災件数は 25 件で、前
年の 32 件に比べると 7 件減少しています。うち、
建物火災は 15 件です。 
　たき火の不始末やガスコンロの消し忘れが主な
出火原因ですが、放火の疑いがある出火もありま
した。放火を防ぐためにも、屋外にごみや段ボー
ルなどを放置しないようにしましょう。

>> 火災件数は 7 件減少

令和 3 年 石岡市の火災・救急・救助の件数

火災警報器

　住宅用火災警報器
の設置が義務化され
てから 10 年が経過
しました。
　皆さんのご家庭で
は定期的に点検して
いますか？

＼定期的な点検を！／

問消防本部 警防課 　℡ 23-0119

件名 件数
R3 前年比

救急出動件数 3,434 215
救急搬送件数 3,052 178
不搬送件数 382 37
搬送人員 3,077 178

>> 救急出動件数は 215 件増加
▶令和 3 年中に発
生した救急出動件
数 は 3,434 件 で、
前 年 に 比 べ る と
215 件増加してい
ます。搬送人員は
3,077 人です。 

あなたの家の

　住宅用火災警報器

　皆さんのご家庭で

大切なのは、
一人ひとりの心がけ！

　内蔵されているリチウム電池の寿命
は 10 年とされています。
　いざという時に作動しない、などと
いうことがないよう、定期的に点検し
正常に作動するか確認しましょう。
問消防本部 予防課　℡ 23-0119

件名 件数
R3 前年比

建物火災 15 ▲1
林野火災 1 0
車両火災 5 ▲2
その他 4 ▲4
計 25 ▲ 7


